
誕生から
20年以上経過したLinux

　最初のLinuxが誕生してから20年以上
が経過し，現在ではサーバを中心に幅広い
用途で利用されています。またインストー
ルも非常に簡単に行え（10年以上前の
Linuxはインストールするのも一苦労でし
た），身近に感じられるOS（Operating 
System）になりました。
　ただしインストールが簡単であるがゆ
え，Linuxの中身がどうなっているのかわ
からなかったり，多くの機能があるため，
どのように使いこなせばよいのかわからな
い人もいるのではないでしょうか。Linux
への理解を深めることは簡単ではありま
せんが，ここではLinuxのディレクトリ構
成について簡単に解説します。

FHSとは

　FHS（Filesystem Hierarchy Standa
rd）とは，Linuxにおけるディレクトリ構造
の標準化を試みた文書です。みなさんは
通常Linuxをディストリビューション
（ユーザが利用しやすいようにLinuxカー
ネル，ドライバ，アプリケーションをパッ
ケージとしてまとめたもの）という形式で
利用しています。これらにはそれぞれ流儀
があり，ディレクトリ構造も異なっていま
した。
　FHSはこの構造を統一することを目的
として策定されました。現実的にすべての
ディストリビューションが従っているわけ
ではありませんが，Linuxのディレクトリ
構成を理解するためには良い指標となり
ます。

各ディレクトリの説明

　FHS 2.3で推奨されているディレクト

リ構成を図1に示します。
　主なディレクトリの用途は次のとおりで
す（これらのディレクトリの下にあるサブ
ディレクトリについては解説を省略しま
す）。

/（ルート）
　ディレクトリ構成の一番上を表します。
FHSではこの直下にあるディレクトリは実
体のあるディレクトリでもシンボリックリ
ンクでもかまわないことになっています。
/boot
　Linuxカーネル，init ram fsファイル，
ブートローダGRUBの設定ファイルなど
を含むディレクトリです。
/bin
　システム管理者とユーザによって利用
されるコマンドを配置するディレクトリで
す。
/dev
　特殊・デバイスファイルを配置するディ
レクトリです。
/etc
　OSの設定に必要となるファイルやプロ
グラムの設定ファイルなどを格納する
ディレクトリです。
/home
　ユーザのホームディレクトリとして扱い
ます。システムユーザが利用するシェルの
設定ファイルや，メール，データファイル
などを配置するディレクトリです。
/proc
　Linuxのプロセスを操作したり，システ
ム情報を処理するための手段を提供する
疑似ファイルシステムです。
/tmp
　システムで作業ファイルなどの配置に
利用するディレクトリです。現在はtmpfs
という疑似ファイルシステムを利用する場
合が一般的です。
/usr
　システムを利用するユーザで共有する

データを保持するディレクトリです。
/var
　「variable（変わりやすい）」データを
配置するディレ
クトリです。
「variable」と
は変更される可
能性の高いデー
タのことです。

　Linuxを使い
こなすにはこの
他にも理解すべ
き事柄はたくさ
んあります。実
際にLinuxに触
れながら，一つ
一つ理解を進め
ていくとLinux
の全体像をつか
むことができ，
よりLinuxを使
いこなすことが
できるようにな
るでしょう。
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　　　Raspberry Piとは

　Raspberry Pi（写真）とは英国のRasp
berry Pi Foundation（ラズベリーパイ
財団）によって開発されたARMプロセッサ
搭載のシングルボードコンピュータです。
2012年2月に発売されてから今年（2013
年）の7月まで、累計売上台数は全世界で
120万台を突破しています。名刺サイズで
ありながら、DebianベースのLinuxディスト
リビューション（「Raspbian」という）が動く
本格マシンです。
　Raspberry Pi Model B（ショップによっ
ては“タイプB”と呼ばれる）には700MHz
のARMプロセッサとGPUなどがあるメイ
ンSoCのほか、HDMI、USBポート（2つ）、
Ethernet、HDMI、コンポジットビデオ出
力、オーディオ出力、GPIO（汎用入出力）が
搭載されていて、価格は3,300円です
（Model A、またはタイプAはEthernetが
なくUSBポートが1つで2,400円。どちらも
2013年8月時点）。

Raspberry Pi本体

なぜ注目されているの？ 
　注目されている理由として、上述したハー
ドウェアスペックと3,000円前後という価
格帯によるところがもっとも大きいです。し
かし、発売から1年半にして開発元である
Raspberry Pi Foundationも想定してい
なかった状況に向かっているのです。それ
は、Raspberry Piを小型コンピュータとし
てサーバやネットワーク機器、ロボットなど
に応用させることです。インターネット上で
動画検索をすると、全世界でさまざまな用
途に活用されているのがわかるでしょう。

どこから購入できるの？ 
　発売当初は製造体制が整備されておら
ず、また日本国内の正規代理店ですら在庫
を確保できなかったために入手しづらい時
期がありました。現時点ではRSコンポーネ
ント㈱の「RSオンライン」（http://jp.rs-
online.com/）などから正規料金で購入す
ることができます。また、千石電商秋葉原本

店などでも販売しています。

必要な周辺機器
　OSを書き込むSDカードのほか、電源
ケーブルやモニタ／画面出力ケーブル、
キーボード／マウス、LANケーブルなどが
必要です。

　　　Raspberry Piで
　　　できること

　実際に購入したら何ができるのでしょう
か？ 基本的には小型のARM/Linuxコン
ピュータですので、動作させるOSは自分で
選択でき、開発言語も選ぶことができま
す。

動作するOS
　OSはSDカードに書き込んで利用するの
で、SDカードを複数枚用意すれば、気分で
OSを切り替えることもできます。推奨され
ているRaspbian以外にも、「Arch Linux 
ARM」「Soft-float Debia」「Pidora」「RI
SC OS」などが動作します。

LinuxコマンドでLEDを点滅させる
　ジャンパワイヤとLED、抵抗（1kΩ）、（半
田付けが不要な）ブレッドボードを用意す
れば、手軽にシェルスクリプト（リスト）から
LEDを点滅させることができます。
　リストを見てのとおりRaspbianでは
/sys/class/gpio下のファイルをアクセス
することでGPIO操作ができるようになって
います（root権限が必要です）。ですので、
シェルスクリプト以外にも、さまざまなプロ
グラミング言語で、さらにWebブラウザ上
からGPIOを操作することができるのです。
あとはアイデア次第ですね。

●リスト　

LEDを点滅させるシェルスクリプト（例）

#!/bin/sh

# GPIO24（18番ピン）の使用開始

echo "24" > /sys/class/gpio/export

# GPIO24を出力に設定

echo "out" > /sys/class/gpio/gpio24/direction

# 5回ループする

for i in 1 2 3 4 5

do

    # LED点灯

    echo "1" > /sys/class/gpio/gpio24/value

    sleep 1

    # LED消灯

    echo "0" > /sys/class/gpio/gpio24/value

    sleep 1

done

# GPIO24の使用終了を宣言

echo "24" > /sys/class/gpio/unexport

◇◇◇

　本書では、ここまで説明してきた基本的
な設定手順やGPIOの基本的な使い方を
ていねいに説明しています。また応用編とし
て、「複数台を並べたWebサーバ」「クロス
開発環境」「Java環境」の構築方法、温度
センサを利用した「喋る温度計」や「キャラ
クタLCD」の製作方法を取り上げています。
さらに末章にあるトマト農家での実例「農
作業用ロボット製作記」は、Raspberry Pi
の可能性とともに、自らの製作意欲をかき
立ててくれることでしょう。
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　本書は月刊誌『Software Design』での
連載記事をベースにしており，さまざまな立
場の開発者がAndroidエンジニアに伝えた
いテーマをコンパクトにまとめています。本
書だけでAndroidアプリが作れるように
なったり，ハードウェアの制御ができるよう
になるわけではありませんが，日々の開発
業務に追われてフォローできていなかった
ことや，別の視点での発見によって，これま
で以上に効率よく，そして楽しくAndroidと
付き合えるようになる話題が詰め込んであ
ります。

Chapter 1 の見所
～その開発環境もっと便利に
できます！

　Chapter1では，Androidアプリ開発に欠
かせないEclipse＋Android SDKのお勧
め機能を解説しています。
　InstrumentationTestCaseよりも高度
なUI操作テストが行える「UI Automator」，
コンパイルで表出しない潜在的なエラーを
検出する「Lint」，x86プロセッサ用に高速
化された「x86版Androidエミュレータ」，
UIデザインの支援ツール「Graphical 
Layout Editor」，「ADB」の便利なコマンド
をピックアップ。
　また「Dalvik Debug Monitor Server」
を使ったパフォーマンス測定方法の詳しい
解説とサンプルを使った改善例は，アプリ
の品質向上にきっと役立つでしょう。さら
に，アプリ開発の最終段階で欠かせない実
機テストで使用する，開発者オプションにつ
いてもわかりやすくまとめました。

Graphical Layout Editorによる異なるスク

リーンでのプレビュー

Chapter 2 の見所
～艱難辛苦を越えてきた知恵
を拝借

　納期や予算，旧バージョンのサポートなど
の制約が厳しい受託開発。Chapter 2では
この現場で闘っている執筆陣による，実地
に基づいた開発手法の紹介をしています。
これからAndroidアプリの開発を仕事にし
ようと考えている方にとっては，とくに読ん
でいただきたい内容です。

Chapter 3 の見所
～プラグイン対応アプリにし
て付加価値を

　Chapter 3では，Twitterクライアント
「twicca」と日本語入力アプリ「Simeji」を
教材に，プラグイン対応アプリの作り方を
解説しています。プラグインのしくみを自分
のアプリに作っておけば，ほかの開発者にも
アプリの魅力を増す手伝いをしてもらえる
かもしれません。

Chapter 4 の見所
～開発言語も動作対象プラッ
トフォームも選べる

　AndroidアプリはJava言語でコーディン
グするのが基本ですが，Java以外の選択
肢もあります。Chapter 4ではJava以外の
言語で開発できる開発環境を紹介。記事で
はとくに，Rubyで開発できる「Rhodes」を
使ってみています。また，スマートフォンのみ
ならず，コンシューマゲーム機の市場も販売
ターゲットにできる「PlayStation Mobile 
Developer Program」も紹介しています。

Chapter 5 の見所
～ハードウェアにも強いエンジニ
アになろう

　Chapter 5ではアプリ開発から少し離
れ，ハードウェアを制御するためのソフト
ウェア開発の世界を紹介しています。USB
接続やネットワーク経由での制御，あるい
はKinectのようなインターフェースの制御
などが行える様子を知ることで，ハードウェ
アにも興味を持っていただきたいです。

Chapter 6 の見所
～Googleエンジニアのコー
ドで勉強できる！

　初学者にはもちろんですが，すでにアプリ
開発を行っている人にとっても，自身のコー
ディング技術向上のためにソースコード
リーディングは役立ちます。Chapter 6で
は，オープンソースであるAndroidならでは
の勉強の仕方として，ホームアプリを題材
に，ソースコードリーディングをお勧めして
います。

◆◆◆

　以上，本書の見所をざっと紹介させてい
ただきました。本書が時間のないAndroid
エンジニア諸氏にとって，開発効率のアップ
や，知見を広げてもらえるものとなることを
願っています。
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Chapter 5 の見所
～ハードウェアにも強いエンジニ
アになろう

　Chapter 5ではアプリ開発から少し離
れ，ハードウェアを制御するためのソフト
ウェア開発の世界を紹介しています。USB
接続やネットワーク経由での制御，あるい
はKinectのようなインターフェースの制御
などが行える様子を知ることで，ハードウェ
アにも興味を持っていただきたいです。

Chapter 6 の見所
～Googleエンジニアのコー
ドで勉強できる！

　初学者にはもちろんですが，すでにアプリ
開発を行っている人にとっても，自身のコー
ディング技術向上のためにソースコード
リーディングは役立ちます。Chapter 6で
は，オープンソースであるAndroidならでは
の勉強の仕方として，ホームアプリを題材
に，ソースコードリーディングをお勧めして
います。

◆◆◆

　以上，本書の見所をざっと紹介させてい
ただきました。本書が時間のないAndroid
エンジニア諸氏にとって，開発効率のアップ
や，知見を広げてもらえるものとなることを
願っています。

Software Design plusシリーズ

Androidエンジニア養成読本 Vol.2
Software Design編集部　編／B5判・176頁
定価1974円（本体1880円）
ISBN 978-4-7741-5888-4

小型PCボードを
利用・活用

してみたい方に
おすすめ

3,300円で買えるARM/Linuxコンピュータ登場！ 趣味でいじる以外にもさまざまな可能性を秘める理由とは

「Software 　
　　　　Design」の
　人気記事を

　オムニバス形式で
　  まとめた1冊

現場で役立つノウハウと仕事にしたい人のための必須知識満載！
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